
　執
筆
者
紹
介
　
　

北
　
原
　
泰
　
邦
　（
本
学
准
教
授
）

稲
　
生
　
弘
　
志
　（
本
学
准
教
授
）

安
　
西
　
晋
　
二
　（
本
学
非
常
勤
講
師
）

中
　
野
　
裕
　
子
　（
本
学
非
常
勤
講
師
）

中
　
村
　
正
　
明
　（
國
學
院
大
学
准
教
授
・
特
別
寄
稿
）

　編
集
委
員
　
　

　
　
　
鈴
　
木
　
泉
　
子

　
　
　
坂
　
田
　
和
　
光

　
　
　
北
　
原
　
泰
　
邦

　
　
　
稲
　
生
　
弘
　
志

令
和
五
年
二
月
二
十
日  

印
刷

令
和
五
年
三
月
一
日  

　
発
行

　  

　
　
信
州
豊
南
短
期
大
学
紀
要

　第
四
十
号

　
　
　
　
　
　
編
集
発
行
者
　
信
州
豊
南
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
中
山
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
〇
二
六
六

四
四
一
一
（
代
表
）

　
　
　
　
　
　
印
　
刷
　
所
　
㈱
　
宮
　
澤
　
印
　
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
県
駒
ヶ
根
市
赤
穂
四
二
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
〇
二
六
五

二
五
七
一
（
代
表
）

　

  　
　

編
集
後
記　

　
　
紀
要
四
十
号
は
、
本
学
の
二
本
柱
の
一
つ
で
あ
る
幼
児
教
育
の
論
稿
に
加
え
、

人
文
分
野
の
も
の
が
四
点
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
領
域
は
、

専
門
性
が
高
く
、
言
い
換
え
る
と
、
非
常
に
狭
い
範
囲
を
深
堀
り
し
た
も
の
で
す
。

か
つ
て
は
こ
れ
ら
の
領
域
に
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
専
門
を
同
じ
く
す

る
一
握
り
の
人
た
ち
で
し
た
。
そ
も
そ
も
掲
載
誌
で
あ
る
紀
要
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
人
も
限
定
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
広
く
世
に
出
る
と
い
う
よ
り
は
、

専
門
家
集
団
の
中
で
議
論
さ
れ
、
あ
る
い
は
紀
要
を
手
に
取
っ
た
一
部
の
人
の
教

養
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
今
日
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
、
深
層
に
潜
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
論
文
が
世

に
解
き
放
た
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
江
國
が
、池
澤
が
、偽
書
の
手
法
が
、

あ
る
い
は
黄
表
紙
が
、
地
球
の
裏
側
で
受
容
さ
れ
、
今
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ
た

新
た
な
専
門
家
の
存
在
が
浮
か
び
あ
が
り
、
学
問
の
融
合
、
化
学
反
応
が
起
こ
り

得
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ

の
手
法
に
よ
る
学
問
の
昇
華
が
、
本
学
紀
要
、
そ
し
て
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
お
い

て
も
果
た
せ
る
こ
と
を
常
の
目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　（
編
集
担
当
）
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